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4. ゴムパーズの著作の反訳権をめぐって
前述のように1919年のワシントン国際労働会議を契機に日本人とゴムパーズとの接触は
急に繁くなったが． この年にゴムパーズの「アメリカ労働運動と世界大戦』 (American
Labor and the War) がG•H• ドーラン社より出版されている。周知のようにゴムパ
ーズは，一次世界大戦が勃発するとかっての反戦的平和主義を捨てただけでなく，積極的
にアメリカ合衆国の参戦を願い，その後は国防会議諮問委員の1人として国家の戦争遂行
に献身的な協力をおこなったのだが，ゴムパーズによれば世界大戦の原因はドイツ帝国の
対外的野望にあり，それと対決するかぎり大戦は正義の戦と映じたから，かれは自己の態
度の変化をけっして矛盾に満ちたものとはみなかった。この大戦時のアメリカ労働運動に
かんするゴムパーズの言論を集めたものが，上記の書物である。大戦中の戦意昂揚演説の
ためのヨーロッパ旅行をつうじてゴムパーズの名が旧大陸に知れわたっていたこともあ
り， この『アメリカ労働運動と世界大戦」なる書物が出版されると，ヨーロッパでも大変
評判になったらしい。たまたまワシントンにきた国際労働会議の日本代表団の1人がこの
書物に目をつけたとして．ごく自然の成りゆきだったというべきであろう。
日本の労働代表随行の1人であった外務書記生の辻重四郎は， 1919年11月17日付のゴム
パーズ宛の手紙でかれの書物の反訳権の許可を与えられるよう申し出ている。
「貴著『アメリカ労働運動と世界大戦』には強く注意をひかれましたが，その件で一
筆啓上いたします；長い間われわれ日本人は，あなたがアメリカ労働界の最高の人物で
あり，アメリカ労働者の地位と世界の全文明の促進にのみ献身されてこられたと承わっ
ております。日本代表団の随員として当地に滞在中にかくも興味ある書物をみいだし，
わたくしがどんなに嬉しかったかほとんど御理解いただけまいと存じます。同書を日本
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で公刊するため邦訳の寛大な許可をお与え下さるよう切望する次第です。•…••ワシント
ン・ホテルにて」1)
2 日後の11月 19日，ゴムパーズの秘書R•L ・ガード嬢は早速辻宛につぎの返事を認め
た。
「ゴムパーズ会長宛の1月17日付の貴信，拝受拝読いたしました。会長は目下公務の
ため不在ですので，わたくしが御返事いたします。会長の著書「アメリカ労働運動と世
界大戦』の日本語訳ならびにその日本での出版許可の御要望につきましては，ゴムパー
ズ会長と出版社のG•H・ドーラン社……との間の契約条件にしたがって本件を出版社と
間でとりあげ，反訳の取りきめをなさることが必要だと存じます。その間ゴムパーズ会
長宛の貴信のコヒ°ーを出版社に送っておきます。……ごく近いうちにゴムパーズ氏の別
の書物がでますが，その第2巻がやがてそれに続いてでます。……さらに来年中にはゴ
ムパーズ会長は自伝を完成出版したいと望んでいます。…•••これはE•P ・ダットン社
から出版されます。 『アメリカ労働運動と世界大戦」の出版元であるドーラン社には，
あなたの御要望について同社が直接あなたと連絡をとるよう手紙を書いておきます。」2)
辻氏への返事で約束したとおIJ,おなじ日付でガード嬢はドーラン社宛に以下の手紙を
書いた。
「……辻重四郎氏のゴムパーズ会長宛の手紙のコピーを同封いたします。……わた＜
しは辻氏にたいし，ゴムパーズ会長の著書『アメリカ労働運動と世界大戦」の日本訳お
よびその日本での出版の件はドーラン社と話し合ってもらう必要があろうと申しておき
ました。この件でどうしたものか御教示ください。……」8)
ところで11月19日付の辻氏宛のガード嬢の返事にいう・「別の書物」と「その第2巻」と
は， 1919年の「労働と一般福祉J(Labor and the Common Wei/ are) と1920年の『労
働者と使用者』 (Labor and the Employer) のことであり，いずれも E•P ・ダットン
社から出版されたものである。 AFL機関紙， AFL大会議事録その他各種出版物のなか
ですでに発表されたゴムパーズの諸論稿から適当なものをヘイズ・ロビンスが取捨選択し
て編集したものであるが，ガード嬢はこのロビンス宛に11月19日付でつぎのように書き送
1) A letter from Shigeshiro Tsuji to Samuel Gompers (Nov. 17, 1919). 
2) A letter from R. Lee Guard (Secretary to President Gompers) to Mr. Shi-
geshiro Tsuji (Nov. 19, 1919). 
3) A letter from R. Lee Guard to George H. Doran & Co. (Nov. 19, 1919). 
4) A letter from R. Lee Guard to Hayes Robbins (Nov. 19, 1919). 
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っている。
「•…••第 2 巻の仕事についての消息にとても元気づけられました。ゴムパーズ会長が
原稿に注意を払えるよう最善をつくしましよう。••…•印税の件につきましては会長ゴム
パーズが帰り次第とりあげましよう。会長はいまニューヨークにいます。……きっと興
味もおもちになると思いますが，国際労働会鏃の日本代表団の 1人がゴムパーズ氏の著
書「アメリカ労働運動と批界大戦」を帰国後日本語に訳して日本で出版するための許可
を求めてきています。もちろんこの件は，出版元のジョージ •H ・ドーラン社に附託ず
みです。一方わたしはその日本人にたいし，近くゴムパーズ氏の 2巻本の第 1 巻がE•
P・ダットン社から発売され， 1年以内にはゴムパーズ氏の回想録が出版されることを
知らせておきました。……」4)
1週間後の1月26日，ガード嬢はロビンス宛に重ねて一筆認め，辻重四郎の手紙のコヒ°
ーを同封したのち，辻氏が近くワシントンを去ることを伝えている。辻のことはE•P ・ダ
ットン社にも伝えられたとみえ，同社のジョン・マックレーは， 「••…•国際労働会議の日
本のメムバーがゴムパーズ氏の著作の関心をもっていることを知り， 嬉しく存じます」5)
とガード嬢に書き送っている。
辻氏との話がその後どう進展したのかは明らかでない。恐らく立ち消えになったのであ
ろう。結局「アメリカ労働運動と世界大戦」の日本語訳は世に出なかった。だが面白いこ
とに，前述のように当時近く出版の予定されていたゴムパーズの2巻本『労働と一般福
祉」ならびに「労働者と使用者」も，さらにはそれ以後の出版予定であったゴムパーズ自
伝もまた同様に反訳権交渉がおこなわれようとしていたのである。 191~12月 1 日付の E
• p・ダットン副社長ジョン・マクレー氏宛のゴムパーズ秘書の手紙をみれば，そのこと
がよく分る。
「マクレー殿。 191~10月 29 日より 11月 29 日にわたる当市の国際労働会議の会期中，
多数の日本代表ならびにその顧問が次々と諸種の問題についてゴムパーズ会長ないしわ
たくしを尋ねてまいりました。今日は村上竜之介氏と長時間話しました。……氏は， 日
本でゴムパーズ会長がどれほど称讃され尊敬され，かつまた敬意を払われているか理解
していただけないだろうと申しています。 『あまり近づきすぎると山の大きさが分らな
い』というのです。さらに氏は，ゴムパーズ会長とその業績はH本の隅々で論議されて
おり，誰がゴムパーズのことをよりよく知っているかについて日本のさまざまな労働者
5) A letter from John Macrae to Miss. R. Lee. Guard. 
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グループ間で大いに友好的な論議がおこなわていると申しています。村上氏は一両日中
にニューヨークに行く予定です。わたしはあなたの住所氏名をかれに教えました。氏は
ゴムパーズ会長の自伝ならびにゴムパーズ氏の2巻本『労働と一般福祉」と『労働者と
使用者」の日本語訳とその日本における出版の件について話し合うため，あなたを訪問
する積りでいます。バリ平和会譲日本代表の岡実博士もまた本日ここに見えました。村
上氏や他の日本代表・官吏と同様に岡博士も AFL出版物や文書をすべて入手してお
り，かれらはそれを日本に持ち帰り，おそらくはその一部を日本語に反訳するつもりで
しよう。そこでゴムパーズの3冊の書物が出るころには，おそらく日本で幾分の需要が
あることでしよう。……」6)
上記の手紙では具体的な反訳権交渉を意図としていたのは村上のみであって，岡実や他
の日本代表一行にはかかる積極的な気持があったとは思えない。だがその村上すら， どこ
までこの話を具体化しようとしたのか分らない。ただ村上の反訳権交渉の動きが立ち消え
になったことは， はっきりしている。 というのもこれより 10カ月余り後の 1920年10月14
日，京都の伏見桃山に在住する山口氏がE•P ・ダットン社にたいし，ゴムパーズの『労
働と一般福祉』ならびに『労働者と使用者』の反訳権交渉を申し出ているからである。以
下に山口の手紙を掲げる。
「E•P ・ダットン社御中。 9 月 15 日付貴信嬉しく拝受，文面しかと拝読いたしまし
た。御指摘どおり，ここにゴムパーズの2著作『労働と一般福祉」ならびに「労働者と
使用者」の日本語への反訳権について正式の申入れをいたします。 2著作について各50
ドル，すなわち2著作分として 100ドルをお支払い致します。御了承いただけるなら，
ワシントン州タコマに在住する友人の 1人をつうじて直ちに御送金申し上げます。反訳
が末完の状態では出版社はわたしの反訳を出版するかしないか決定いたしませんので，
これ以上のお支払いはできないことをどうか御了承ください。よき御返事を鶴首いたし
ております。」7)
山口の申し出を受けたE•P ・ダットン社では，早速山口の手紙のコピーをゴムパーズ
に送った。ゴムパーズは山口の提案の意味が十分に呑みこめなかったらしも同社のジョ
6) A letter from Secretary to President Gompers to Mr. John Macrae (Dec. 1, 
1919). 
7) A letter from F. Yamaguchi to Messers. E. P. Dutton & Company (Oct. 14, 
1920). 
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ン・マクレー宛に1月23日付で以下のような問合わせの手紙を書いた。
「マクレー 様。 1月19日付の貴信ならびに拙著2冊の日本語反訳にかんして日本より
お受けとりになった手紙のコピー，拝受いたしました。日本の手紙差出人のいう提案が
充分のみこめたとはいえません。 2冊の日本語への反訳の権利について100ドル支払い，
その後は反訳書の発売にさいして印税は支払わないという意味でしようか？この点御教
示いただければ幸いです。」8)
これにたいしてジョン・マクレー副社長は12月8日付で以下のような返事をゴムパーズ
に認めているが，そこには当時の日本の出版事情にたいするアメリカ人のある種の判断が
のべられており，いささか興味深い。
「ゴムパーズ殿。とくに貴著2冊の日本語への反訳権にかんする1月23日付の貴信，
ありがたく存じます。山口氏の申し出の内容は，貴著2冊を日本語に反訳する権利につ
いて100ドル払うというものです。かかる書物の日本語版の売行きの可能性については，
わたくしよりあなたの方がよく御存じです。読者が限られているので，売行きにも限り
があると思います。貴著の日本語版の出版はたしかにあなたの名誉でしようし，また労
働界のスボークスマンとしてのあなたの高い地位をはっきり認めさせることでしよう。
金のことは小さな間題で，現実にはあれこれ考えることもありません。貴著を日本語に
反訳して出版する費用は相当なものでしようから，かれらは持てる以上は払えないと思
います。わたしの方からとやかく申しません。ゴムパーズ様の御判断におまかせいたし
ます。」9)
早速 (12月10日）ゴムパーズはマクレーの意見に同意する旨の返事を書いた。
「マクレー 様。 12月8日付の貴信を拝受し，文面拝読いたしました。貴信にのべられ
た点に基いて拙著の日本語への反訳権をお与えになること，まったく異存ありません。
とくに最近当市ワシントンで開かれた国際労働会議以来，日本の労働代表のみならず多
数の日本人研究者とかなりの文通を致しております。そのうちの幾人かは，拙著を日本
語に反訳する可能性について，また急速に成長しつつある日本の労働運動に健全な方針
をたたき込む一助として拙著の日本語版をだすべきだとの希望について，語ってくれま
した。 AFLの出版したバムフレットだけでなくわたくしのパムフレットも多くかれら
に進呈しました。その若千は日本語で出版ずみかも知れません。まった＜喜んでこの件
8) A letter from Gompers to Mr. John Macrae (Nov. 23, 1920). 
9) A letter from John Macrae to Mr. Samuel Gompers (Dec. 8, 1920). 
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をマクレー様にお任せいたします。」10)
かくて一任されたジョン・マクレーは， 12月1日付の手紙で最終的につぎのようにゴム
パーズに書き送っている。
「ゴムパー ズ様。 12月10日付の貴信拝受いたしました。貴信によって山口氏にたいし
100ドルにて『労働者と使用者』の反訳権を， またおなじ100ドルにて「労働と一般福
祉』の反訳権を，すなわち日本語への反訳権をすべて与える手続をしてよいものと判断
いたします。あなたの名が日本人によく知られ，また日本人があなたの知的な労働問題
提起方法に関心をもっていることに注目しております。敬具。ジョン・マクレー。」11)
山口のE•P ・ダットン社宛の手紙 (10月 14日付）から推察するに，どうやら山口の真
意は訳書出版にかんする出版社との交渉は後まわしにし，とりあえず反訳権だけを先に確
保しておこうというにあったようだ。だが山口の申し出をうけたE•P ・ダットン社なら
びにゴムパーズの態度は，誠意にあふれていて気持がよい。ところでこの話も，その後ど
う進展したのかわからない。結局のところゴムパーズの件の2巻本は日本語に訳されるこ
とがなかった。なお当時出版の予告されていたゴムパーズ自伝は完成が遅れ， 1924年にや
っと出版されたにすぎない。ただしこの自伝のみが最近になってやっと邦訳された。この
ようにみてくると，当時の日本人たちによるゴムベーズ著作の反訳権交渉は， ILOをめ
ぐるゴムパーズと日本との接近の風潮の一鮪にすぎなかったように思われる。
5. ゴムパーズを訪れた日本人たち
ゴムパーズを訪れていった日本人の数は多いが，実業特使として世界各国を歴訪した山
科礼蔵もその1人である。山科はアメリカを訪問するにさいして渋沢栄一より以下の紹介
状 (1918年10月10日付）を得ている。
「ゴムパーズ殿。本状所持者の山科礼蔵氏を御紹介申し上げます。氏は東京商業会議
所の代表（氏は副会頭の1人です）として日米間のよりよき友好関係促進の使命をもっ
て訪米するところです。氏はまた最近東京で開かれた全日本の商業会議所の合同会議で
通過した決議によっても同一の使命を負わされています。きっとすぐワシントンに到着
しましよう。氏が訪問してきましたら，できる限りの便宜を計ってやってください。御
配慮たまわれば厚く感謝申し上げます。山科氏はアメリカの労働組合の起源と発展につ
10) A letter from SamuelGompers to Mr. John Macrae (Dec. 10, 1920). 
11) A letter from John Macrae to Mr. Samuel Gompers (Dec. 1, 1920). 
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いて知りたいと切望しています。もしなにか御説明いただければ，山科氏はとくに満足
するものと存じます。前回訪米の折にサンフランシスコでゴムパーズ様とお会いする機
会の持ちえたことを，わたくしは大変喜んでおります。最近日本の産業は大いに進歩い
たしましたが，同時に労資の衝突も所々瀕々と起るにいたりました。そこで今後はその
調整に自分の時間を捧げようと決心いたしたばかりです。末筆ながら今大戦にさいして
合衆国とヒューマニテイのため公共的活動につくしておられることに敬意を表する次第
です。渋沢栄一」12)
この紹介状によると渋沢もまたゴムパーズと会った日本人の1人だったことがわかる。
ところで渋沢の紹介をもらった山科礼蔵は191梃Fの年内にはゴムパーズに会えず，そのま
まイギリスヘ発った。以下はその折のゴムパーズ宛の山科の手紙 (1919年1月7日付）で
ある。
「ゴムパーズ殿。ニューヨーク滞在中にお目にかかれる機会をもちえませんでした
が，多年それを念じて参りましただけに残念至極です。昨年12月にワシントンヘ旅行し
ました折，あなたはワシントンに不在とのことでした。ヒ°ッツバーク潅油でニューヨー
クに戻りましてからホテル・コンチネンタルよりあなたの所に電話いたしましたが，ふ
たたび連絡がとれず大変残念です。明日キュナード汽船の『カーマニャ」号でリバプー
ルに向けニューヨークを発ちますので，あなたも御存じの友人渋沢男爵よりの紹介状を
ここに同封いたします。どうぞお納めください。ヨーロッパよりの帰路またお訪ねいた
す所存です。敬具。山科礼蔵」13)
受領日付のスタムプによると，上記の山科の手紙と紹介状は1月9日にゴムパーズの事
務所に屈いている。しかしこれではゴムパーズの手に渡るはずがなかった。というのもゴ
ムパーズは，山科礼蔵とおなじく 1月8日ニューヨーク発の『カーマニア』号に乗船して
いたからである。ゴムパーズの渡欧目的は，戦後の国際労働会議の開催をめぐって各国間
の意見を調整し，まずはイギリスのアーサー・ヘンダーソンたちの国際社会主義労働会議
の動きと接触しようというにあった。 「船は満員だった。船客のうちには日本の講和会議
代表団全員がいた。代表団に同行して多数の日本の新聞記者，雑誌記者，学者，技術顧問
がいた。彼らの多くは私に会見を求め， 彼らは細かい点までつつこんで質問した」14)と
12) A letter from E. Shibusawa to Mr. Samuel Gompers (Oct. 10, 1918). 
13) A letter from Reizo Yamashina to Mr. Samuel Gompers (Jan. 7, 1919). 
14) 「サミュエル・ゴンパーズ自伝ー一七十年の生涯と労働運動J(日本読書協会， 昭和
“年刊），下巻543ペー ジ。
27 
436 闊西大學「継清論集」第22巻第4号
は，当時の『カーマニア」号船上の有様を描いたゴムパーズ自伝の記述である。この船上
で山科礼蔵はおそらくゴムパーズが会ったことであろう。
「カーマニア』号の船上でゴムパーズと話し合った日本人の1人に大西なる新聞人がい
る。イギリス到着後フランスに赴いたゴムパーズは， 1919年2月19日付でパリのホテルよ
り在仏日本大使館気付で大西宛に以下の手紙を書いた。
「リバプール行きの「カーマニャ」号船上でのあなたの御要望にしたがい， AFLの
再建フ゜ログラムのコヒ°ーを喜んで同封申し上げます。興味をお持ちになることと存じま
す。」15)
AFLの再建プログラムは英労働党の『労働と新社会秩序』を模したものだが，ただ管
理にたいする労働参加と公益事業の国有化を支持するという微温的なものにすぎなかっ
た。けれどもゴムパーズにとっては，それは大いなる末来図であった。在パリの大西は2
月28日付で早速礼状を書いた。 「19日付貴信ならびに同封のバムフレットを拝受いたし，
厚く御礼申し上げます。日本の産業界の有力新聞の代表として，いつかお会いしたいもの
と思っていました。……大西」16)と。
ところで，日英実業雑誌をつうじてつとに有名だった望月小太郎も，上記のヨーロッパ
行より帰米したばかりのゴムパーズと会っている。 191碑三5月25日，ニューヨークの望月
はワシントンのゴムパーズ宛に以下の手紙を書いた。
「ゴムパーズ様。ワシントンよりニューヨークに戻って以来大きな病を患い。ヨーロ
ッパ行きを断念して日本に直行せざるをえません。大変残念です。アメリカ滞在中にか
たじけなくした御配慮と御親切のほど心より御礼申し上げます。今後の御連絡は，下記
住所宛にいただければ嬉しく存じます。東京市京橋区山下町1番地，望月小太郎」17)
これより 2年半後の1921年12月13日，ふたたびニューヨークに在った望月はゴムパーズ
宛につぎのように書いている。「ゴムパーズ様。 ワシントンでお会いした折御参考までに
用意すると申しましたステートメントの草稿を同封いたします。望月小太郎」18)。ただし
保存されたこの望月の手紙には， 「ゴムパーズはこれをまだ見ていない」 との走り書きが
ある。望月のステートメントはいまのところ確めようがない。
15) A letter from Samuel Gompers to Mr. R. Onishi (Feb. 19, 1919). 
16) A letter from R. Onishi to Samuel Gompers (Feb. 28, 1919). 
17) A letter from Kotaro Mochizuki to Samuel Gompers (May 25, 1919). 
18) A letter from K. Mochizuki to Mr. Samuel Gompers (Dec. 13, 1921). 
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当時大阪電灯会社々長だった宮崎敬介もゴムパーズを訪ねている。宮崎は帰朝後「欧米
より帰りて』なる一著をものしたが，この中に「サムュヱル・ゴムパース氏訪問記」なる
ー文がある。それによると宮崎は1921年（大正10年） 11月26日に三井物産の顧問キャプテ
ン・ホプキンスの紹介でゴムパーズをAFL本部に訪ねている。 「氏は既に額齢の老翁に
して，温乎たる態度の裡に奪ふべからず，又冒すべからざる威厳を存し，一見厭味らしき
点なきは，直覚的に好感を抱きたる所なり。……俵令世運の推移に遅れつつあるの嫌ひは
是れあるも，其大人たるの徳は遂に没すべからず」19)とは，宮崎のゴムパーズ印象評であ
る。
宮崎がゴムパーズと交わした問答は面白い。宮崎が労働者の組合強制加入の利害得失を
問うと，ゴムパーズは「労働問題に関し，法律其他他人の干渉手段を以て，各人の自由意
思を束縛するは，固より好ましき事にあらず。従って又労働者を強制的に組合に加入せし
むるが如きは正当にあらず」20)と答えている。利益分配制度については， 「利益配当の名
義に於て，労働者に分配するは好ましき事にあらず，又労働者の要求すべき事にあらず。
労働者は正当の時間，正当に労働し正当の賃金を得ん事に依りて，生活の安定を保証せら
るれば足る」21)と． ゴムパーズの態度ははっきりしている。ストライキの予防について
は，資本家と労働者の「両者の誠意に待つの外なし」22)ともいう。
さらに宮崎は「ストライキは……其の間需要家即ち公衆を眼中に置かず。・・・・・・事業の種
類に依り直接公衆に利害関係あるものは，其利害を考慮するの必要なきや」28)と問い，ま
た「独逸には義勇技師隊（技師，事務員，学生等の志願者より成るものにして，鉄道，電
車，電灯，水道，瓦斯等の公益機関に対しストライキありたる場，其危急不安の状態を救
護せんが為めに，労働者に代りて事業運転の任に当るもの）なるものありて，応急作業を
為して公衆の危急を救済す，貴下は之を是認するや」24)とも問うている。いかにも実業家
らしい質問だが，これにたいするゴムパーズの回答は， 「義勇技師隊の制に対しては直ち
にノーと答ふるの外なし。元来公衆と云い，若くは需要家と云ふも労働者を除外して是等
の存する筈なし。……名は義勇技師隊と称するも事実はストライキ破壊機関たるに過ぎず
……」25)とある。労働指導者として当然すぎるゴムパーズの回答だが，宮崎はこれを「世
19)宮崎敬介『欧米より帰りて」（大正11年，非売品） 158ベー ジ。
20) 21) 22)前掲書161ベー ジ。
23)前掲書159ベー ジ。
24)前掲書160ペー ジ。
25)前掲書161~162ペー ジ。
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界の推移に伴ふ能はざる憾みあり」26)と感じていたのが注意をひく。
上記の宮崎敬介とゴムーパーズとの会見より 5日後の1921年12月1日，ニューヨークの
三井物産の吉田なる人物はゴムパーズに以下の手紙を書いた。
「筆者らびに大阪電灯会社々長宮崎敬介氏にお寄せくださった御親切なによりも感謝
しております。日本の労働問題についての御意見，わたくしども充分に理解致しており
ます。これを基に宮崎氏は日本の資本家の 1人として日本の労働者にたいしきっと同情
を寄せることでしよう。日本の全労働者があなたを讃えておりますれば，幸いあなたの
意見の完全な理解者である宮崎氏を日本に有することは，筆者の大なる喜ぴです。ただ
筆者ならびに宮崎氏にとって大変残念なことに，労働問題にかんする一層の御高見を承
わるだけの時間が宮崎氏にはございません。と申しますのも宮崎氏は，やむを得ない所
用のため11月29日にニューヨークを発って日本に急行せねばなりませんので。日本の労
働問題はもちろん以前よりも複雑化しそうですし，日本の権威者はすべてあなたの御意
見を切望しています。それで御迷惑でなければ，宮崎氏は一層の御意見を承わりに再度
お邪魔致すかもわかりません。宮崎氏より呉々も宜しくとのことです。 G• 吉田」27)
宮崎敬介がゴムパーズを再度訪問することは，どうやらなかったらしい。
内務省警保局長の土屋もゴムパーズを訪問しようとした日本人の 1人である。かれは，
1923年 9 月アメリカ労働次官のE• J・ヘニングよリゴムパーズ宛の以下の紹介状をもら
っている。「ゴムパーズ殿。 日本の内務省警保局長s• 土屋氏を御紹介申し上げます。土
屋氏は日本大使館よりわれわれに紹介のあったもので， 日本政府の官吏たることは保証済
みです。氏は一般労働状勢についてあなたと話し合いたいといっています。 E• J・ヘニ
ング」28)と。ただし土屋がこの紹介状をもってAFL本部を訪れて以後のことは分らな
い。
6. その他の若干の資料
日米開戦の破局を迎える遥かな以前から，日米関係の良好でなかったことはよく知られ
ている。ある記述によれば， 「1908年1月タワー大使は米大統領に， 日本人が「メキシコ
で数千人の兵士」を訓練しているという旨のドイツ皇帝からのメッセージを取り次いだ。
26)前掲書162ペー ジ。
27) A letter from G. Yoshida to Samuel Gompers (Dec. 1, 1921). 
28) A letter from E. J. Henning to Samuel Gompers (Sept. 21, 1923). 
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観測筋の見るところによれば， ドイツはイギリスに日英同盟を破棄させることを狙って，
日米戦争を急がせようとしていたのであった。．．．．．．」29)とある。事実， 191哨三から11年に
かけて反日的なデマが横行しており，たとえば「日本がメキシコからロウアー・カリフォ
ルニアのマグダレナ湾に海軍基地を確保するために準備している……」80)などと大真面目
に伝えられていたらしい。もちろん日本においても，日米開戦の真近いことを告げるよう
な出版物がつとに現われていたけれども。
以下の手紙は第一次大戦中の1917年3月1日付をもって米国務省のフランク・ボルク氏
宛に書かれたもので，差出人の名は不明だが，文面から察するにボルクとは面識のあった
人物らしい。手紙の内容は日本とドイツとが結託しているという旨のおだやかならぬもの
だが，従来の日本にかんする風説がそのまま述べられているようで面白い。
「ボルク様。……日本人の情勢につきましてわたしの報告（内容は多岐にわたります
が，とくに報告の2つはこの国の日本人の活動にかんするものです）をもう 1度参照さ
れたいと存じます。その長い報告には多くの誤りがあるかも知れませんが，情報は日独
高官筋の双方よりでたもので，その一部は相互に照合済みです。思うに報告の1つは全
体が佐藤現駐米大使の経歴にふれたもので，氏がドイツ人と結託していると思われてい
ることを示しています。ある人物（判明したとて1ペニーにも値せぬ）のメキシコから
の手紙の予言しているところでは，国交決裂すればこの国の生命財産は恐ろしく破壊さ
れようが，それをなすのはこの国ですでに一大破壊活動をなしてきた同一人物たちであ
ろう……というのです。……この人物のさらにいうところでは，合衆国よりキューバ経
由で1ドイツ人がメキシコに着いたばかりですが，このドイツ人によれば合衆国攻撃を
目的とするドイツ人動員の準備がキューバでおこなわれているとのことです。この人物
はこうもいっています。すなわち絶対的な証拠はあるが，あえてそれを送らない。日本
はあらゆる種類の軍事品をヴィラのみならずカランサにも送りつつある。上記軍事品や
食糧を直接メキシコに送るとき，その目かくしとして重兵器や他の銃器類をドイツは日
本に送りつつあり．日本はたんに火薬を売っているのみである，というのです。かれは，
ハワイ諸島は農場主を装った日本人で満ちているとも，また国交断絶すれば太西洋のみ
ならず太平洋にドイツの潜水艦を多数もとめうるとも，いっています。かれはまた『日
29)ケアリー・マックウィリアムス（鈴木・小野訳） 「アメリカ人の人種的偏見」 （新泉
社， 1970年） 56ペー ジ。
30)前掲書59~60ペー ジ。
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本は事実上ドイツの隠れたる一味である。·…••日本の大使の態度や要求に注意せよ。ゎ
たしが話しすれば，ウッドロウ・ウィルソンはすぐかれに旅券を手交しよう」ともいっ
ています。……」81)
この手紙にいう佐藤大使とは佐藤愛磨のことである。佐藤は大正3年にオーストリ・ハ
ンガリーヘの全権大使に任ぜられたが，やがてヨーロッパ大戦の勃発による国交断絶のた
めに外務省に戻り，その後は大正7年に待命帰朝するまで駐米大使であったという人物で
ある。おそらく大使としてアメリカに赴任する以前の経歴から，佐藤はドイツとの関係を
疑われたものと思われるが，前記の手紙の内容のごときは，およそ夢想だにできない。け
れども日本がメキシコよりカリフャルニアに攻めこむなどという途方もないデマがかって
流布されたことを想い起すと，いかに大戦時の異常状態下とはいえ，かかる考え方の根強
さに驚かざるをえない。なおこのような手紙のコビーがゴムパーズの手許にとどいていた
のも妙な話だが，国防会議諮問委員という戦時の枢要の地位をかれが占めていたためであ
ろうか？
とはいうものの日米関係がしつくりしていなかったことは確かで，アメリカの一部の新
聞論調には排日の盲目的な愛国主義が強く現われていたらしい。ゴムパーズはこうした新
聞論調を憂慮していたが， AFL第一副会長のジェームス・ダンカンはこれに応えて，
1917年3月17日付の手紙でゴムパーズにつぎのように書き送った。
「•…・事実わたくしの印象では，かかる考えの唯一の原因は，この種の考えを沸き立
たせて大衆の心を煽動する盲目的愛国主義のアメリカ人の熱しきった頭という災いであ
り，この正しからざる行動の結果はただひとっ，すなわちかかる考え方をするアメリカ
人の数が表面にでてくる数よりも多いと日本人に思いこませるだけのことです。もし日
米の外交政治関係になんらかの変化が必要ならば，それをもたらすものこそは友好的な
日米交流であって， 戦争の脅威を与えることでも戦争を語ることでもないのです。…
.」32)
上記のダンカンの手紙から半年余りの後，ロシアに11月革命がおこっている。やがて列
国の対ソ干渉がおこなわれることになるが， 日米間の国際感情がかならずしも友好的でな
かったこともあって，アメリカでは日本の対ソ干渉の是非が多少とも論鏃されたらしい。
たまたまアメリカに渡ってきていたイギリスの労働指導者W•A ・アップルトンは，その
31) A letter to Mr. Frank Polk (March 1, 1917). 
32) A letter from James Duncan to Mr. Samuel Gompers (March 17, 1917). 
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点を幾度も問われたとみえ，帰国後ゴムパーズにつぎのように書き送っている。
「ゴムパーズ殿。アメリカ滞在中，日本に対ロシア干渉を求める提案をどう思うかと
よく質問されました。わたくしはいつも， ドイツ以外ならどの国の干渉も望ましく思え
ると答えましたが，ウィルソン大統領が非常に立派な理由からどの単一国による干渉を
も嫌っておられることに満足いたしました。帰国以来の見聞からして，対ソ干渉がロシ
ア人民の統一的反対を免れるためには，干渉はロシアの自由をその主目的とし，かつ連
合国全体によっておこなわれねばならぬとの印象を強くいたします。干渉目的を明確に
定め，かつ干渉は，ロシア自身の統治形態決定の権利にたいする干与を意味するもので
ないことをロシア人すべてに明らかにせねばなりません。……もし干渉をするなら英米
は責任を回避すべきでなく，またその立場をはっきりと理解してもらうことが肝要であ
ると友人たちは申しております。敬具。 W•A ・アップルトン」SS)
上述の手紙は，当時の対ソ干渉問題にかんする英労働界の意見の一端をしめしているよ
うでもあり，興味深い。
1922年にはワシトンで軍縮会議が開かれている。日本からは徳川家達公を全権とする代
表団が乗りこんだが，ゴムパーズ秘書の記したと思われる1921年12月9日付の覚書による
と，ゴムパーズは徳川公主催の昼食会に招かれて出席したらしい。 「本日タフト最高裁判
所長官の秘書よりゴムバーズ氏宛に電話があり，国際軍縮会議の日本代表全権たる徳川家
達公が国際聯盟の明白な擁護者でもある最もすぐれた市民15名を選んでくれるようタフト
長官に依頼したという由。タフト氏はその 1人にゴムパーズ氏をすでに指名。徳川公は土
曜日午後1時半に上記15名に昼食をふるまう所存。タフト氏はゴムパーズ氏にこの招待を
受ける意あるやを問い，ゴムパーズ氏はその意ありと答う。正式の招待状は金曜日の夕刻
おそく屈けられ，ゴムパーズ氏は1921年12月10日（土）その昼食会に出席」34)とある。と
るに足りぬ話だが，ゴムパーズと日本との縁浅からずというところであろう。
1923年に関東大震災が発生するや，ゴムパーズは早速被災者救済のための醜金をひろく
アメリカ労働者に訴えた。震災後数日を経たにすぎない9月5日，埴原駐米大使は上記の
件についてゴムパーズにたいし以下の礼状を認めた。
「ゴムパーズ殿。昨日の新聞紙上，あなたがAFL組合員にたいし日本の大震災救済
のため各自収入の一部醸出を訴えられたとの記事を拝見しました。日本政府ならびに日
33) A letter from W. A. Appleton to Mr. Samuel Gompers (May 17, 1918). 
34) Memorandum (Dec. 9, 1921). 
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本国民に代り御礼申し上げるとともに，あなたの崇高なお考へに個人として深く感謝
の念を申しのべる次第です。この惨禍にさいしゴムパーズ殿ならびに米国人が日本国
民にたいし思いやりと同情をお示しくだされ，深く感動しております。」35)
ところでゴムパーズ自身は赤十宇社をつうじて25ドルの醸金をしている。
「赤十字社御中。アメリカ大統領による訴えに応じ，かつまた日本国民の苦痛を和ら
げようとのわたくし自身の訴えに従い，わたくし自身の個人醸金として金25ドルをここ
に謹んで同封いたします。上記額面の同封小切手， どうぞお確めください。 ゴムパー
ズ」86)
これにたいしてアメリカ赤十字社のワヅワース氏は， ゴムパーズに以下の礼状を送っ
た 。．
「日本救済基金にたいする大統領の訴えに応じて醸出いただいた義捐金，拝受いたし
ました。ここに全米赤十字社の記載額面の公式領収書同封いたします。御援助にたいし
個人として謝意を申しのべるとともに，赤十字社としましては日本の重大な事態に有効
に対処できるよう救済基金を使用すべく最善の努力をしている旨しかと申し上げておき
ます。これと関連してアメリカ各地に醸金割当額ございますれば，御異議なければ，ぁ
なたの御醸出金はワシントンの割当のなかに入れさせていただきたく存じます。赤十字
会計エリオット・ワヅワース」87)
さて1924年12月13日，ゴムパーズは旅先のメキシコにて死去した。これでゴムパーズと
日本との関係も切れることになる。ゴムパーズの死が報ぜられるや世界各地より弔電が舞
いこんだが，もちろん日本の鈴木文治も弔電を寄せた1人である。ゴムパーズの死後ほぼ
2週間をへて，ゴムパーズの後継者となった二代AFL会長ウィリャム・グリーンは鈴木
宛に以下の返状を認めて送った。
「アメリカ労働界を代表し，わが愛する会長サミュエル・ゴムパーズ逝去にさいしお
寄せいただいた御弔文につきまして御礼申し上げたく存じます。ゴムパーズ氏は日本の
労働運動の発展に深い関心を寄せておりました故，あなたが弔意を示され，かつアメリ
35) A letter from Ambassad or M. Hanihara to Mr. Samuel Gompers (Sept. 5, 
1923). 
36) A letter from Samuel Gompers to Red Cross (Sept. 8, 1923). 
37) A letter from Eliot Wadsworth to Samuel Gompers (Sept. 8, 1923). 
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カ労働界の損失の何たるかを御推察いただけますことは，大いに慰めとするところであ
ります。 AFL会長83)」
明けて1925年1月，ゴムパーズにかんして最後のものと思われる手紙が鈴木文治のもと
にとどいた。多年ゴムパーズの秘書をつとめたR• リー・ガード嬢のゴムパーズ追悼文を
プリントして送るというもので，差出人は国際葉巻工組合の会長パーーキンス氏である。
「鈴木文治殿。世界の労働組合運動の一員として，わたくしは，鈴木氏がサミュエル
・ゴムパーズの死によってアメリカ労働界の蒙った損失の何たるかを御理解くださるも
のと確信しています。故人は国際葉巻工組合におけるわたくしの友人かつ同僚であり，
多年親しく協働してまいりました。故人の仕事に深く接したおかげで，故人の信頼すべ
き秘書が過去25年間故人のためにつくしてきたサービスが如何なるものであるかを知る
ことができました。友ゴムパーズの死後早々にわたくしは，故人の秘書R• リー・ガー
ド嬢にたいし，葉巻工組合機関紙に載せたいので偉大なわが労働指導者についての印象
を書いてくれるよう依頼したところ，ガード嬢は承諾してくれ，やがて同封の献辞とス
テートメントを書いくれました。これぞ最上のサービスと存じますれば，それをプリン
トして利用いたす次第です。鈴木氏はサミュエル・ゴムパーズの人格と指導力とを御存
じでありますれば，故人を親しく知る人物による印象記は鈴木氏にとって価値あるもの
と信ずる次第です。」39)
残念なことに，この手紙にいうガード嬢のゴムパーズ追悼文はいまのところ見ることは
できない。だがこのパーキンスの手紙や前に引用したグリーンの手紙から分ることは，鈴
木がゴムパーズのよき友の1人であったことをゴムパーズ側近の誰しもが認めていたこと
である。日本人移民問題についてのゴムパーズの一般的な態度を日本人の立場から批判す
ることはできようが，それにもかかわらず多くの日本人がゴムパーズを訪れ，またゴムパ
ーズになにかを期待し，さらには鈴木のようにゴムパーズの国際的な友人の1人にまでな
った人物の出現したことは，ゴムパーズと日本の因縁浅からぬものを感じさせるというも
のであろう。 （おわり）
38) A letter from President of A. F. L. to Mr. Bunji Suzuki (Dec. 29, 1924). 
39) A letter from President of the Cigarmakers'International Union to Bunji 
Suzuki (Jan. 6, 1925). 
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